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いきいきと健康に暮らせるまちグループ

安全・安心・快適なまちグループ

学び合い人と文化を育むまちグループ

特
集
◎
市
政
を
学
び
、
未
来
を
考
え
る

自
分
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

11
月
に
行
わ
れ
た
中
学
生
議
会
で
は
、
未
来
を
担
う
市
内
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
市
の
現
状
や
課
題
を
学
び
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
中
学
生
た
ち
が
考
え
た
提
言
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、

市
へ
の
関
心
を
高
め
る

市
で
は
11
月
10
日
、
中
学
生
議

会
を
市
役
所
議
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
保
護
者
や
市
民
の
皆
さ
ん

が
傍
聴
す
る
中
、
市
内
7
中
学
校
の
2

年
生
18
人
が
宮
澤
市
長
や
市
の
幹
部

職
員
に
提
言
型
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
の
将
来
を
担

う
中
学
生
の
柔
軟
で
斬
新
な
発
想
や
ア

イ
デ
ア
を
市
政
に
生
か
す
こ
と
や
、
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

私
が
「
で
き
る
こ
と
」
を
提
案

開
催
に
あ
た
り
、
市
政
全
般
を
学

ぶ
学
習
会
を
7
月
か
ら
全
3

回
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
は

6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
市
の
仕

事
や
市
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
市
の

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
理
解
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

学
習
会
を
経
て
、「
自
分
た
ち
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
問

い
の
も
と
、
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
、

発
言
原
稿
を
作
成
し
ま
し
た
。

質
問
で
は
な
く
、
学
習
し
た
成
果

と
、
今
後
の
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な

意
見
を
提
案
す
る
よ
う
に
し
、
発
言
に

は「
私
が
」あ
る
い
は「
市
民
が
」で
き
る

こ
と
も
提
案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

議
会
当
日
の
議
事
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

提
言
を
取
り
入
れ
た
施
策

今
回
で
6
回
目
と
な
る
中
学
生
議

会
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
提

言
が
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や

通
学
路
の
歩
道
整
備
、
中
学
生
に
も
分

か
り
や
す
い
景
観
学
習
冊
子
の
作
成
な

ど
の
提
言
が
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室
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特集◎市政を学び、未来を考える

テーマごとに 6 つのグループに分かれ、一人ずつ提言を行いました。閉会後には中学生議員
に感謝状と記念品が贈られました。

市政を学ぶ中学生議員

【提言の一例】 障がい者への理解を深めてもらうため、学校や地
域で障がい者と交流する機会や、障がいについて学び考える機会を
作ってはどうでしょうか。

【回答要旨】市では、小中学校の授業で車椅子体験や義足体験な
どの体験学習を取り入れています。また、障がいや障がい者に対す
る誤解や偏見の除去・軽減、地域の住民と障がい者との交流を目的
にイベントを開催しているほか、啓発活動や講演会などを行ってい
ます。2020 年には東京パラリンピックも開催されることから、障
がい者と一緒になってできるスポーツの講習会やイベントを行い、
障がいや障がい者への理解を深めていきたいと考えています。

【提言の一例】市民に災害発生時の対応を考えてもらうため、事
前に十分な周知の上、「防災の日」に市内全域を停電させ、災害へ
の意識を高めてもらうのはどうでしょうか。

【回答要旨】中部電力に確認したところ、配線設備は市町村単位
で形成されていないことや電気事業者には電気供給義務があるた
め、訓練を目的とした停電はできないと回答をいただきました。ま
た、日常生活への影響が大きいことから実施は困難なため、会社や
学校などで停電を想定した訓練をお願いしたいと思います。各家庭
においても十分な備蓄をお願いするとともに、地区の防災訓練に参
加するなど、防災意識を高めていただきたいと思います。

【提言の一例】図書館から遠い地域や学校に移動図書館を派遣す
ることで図書館の利用促進を図ってはどうでしょうか。　

【回答要旨】旧豊科町・旧三郷村で移動図書館事業が行われてい
ましたが、市発足後、利用率の激減や新図書館整備により、平成
20 年度末に廃止となりました。市では多くの市民に利用いただけ
るよう、福祉施設や児童館など市内公共施設への配本サービスの拡
充やインターネットから本を予約できる予約サービスなどを行って
います。また、子どもから大人まで楽しめる図書館フェスタも開催
しています。今後も、多くの市民に利用いただけるよう親しみのあ
る図書館運営を図っていきます。

深澤佑菜さん
（三郷中）　

山田愛海さん
（豊科南中）

丸山泰生さん
（豊科北中）　

髙嶋穂波さん
（穂高西中 )

大久保夏輝さん
（穂高西中）　

菅原和歩さん
（明科中）　

川口萌乃さん
（堀金中）

相田翔さん
（穂高東中）

小林未來さん
（穂高西中）　


